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与田病院

梁 晃子 さん泉佐野泉南医師会 地域連携室

【岬町】

活動報告
3市3町多職種連携研修会

本誌は、泉佐野泉南医師会、泉佐野泉南歯科医師会、泉佐野薬剤師会、泉南薬剤師会、行政（泉佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・田尻町・岬町）、
大阪府泉佐野保健所など、多くの医療・介護関係者の皆さまのご協力により作成しています。

岬町の与田病院、与田武徳です。
前回このコラムを書かせていただいたのが2021年。早いもので5年が経
ちました。老年医療・介護を取り巻く環境も目まぐるしく変化し、あっとい
う間の5年間でした。
当院では常勤の内科医7名、精神科医3名に加え、非常勤の整形
外科、脳神経内科、皮膚科、循環器内科の医師が診療にあたってい
ます。この幅広い診療体制を強みに、亜急性期医療はもちろん、集中
的なリハビリテーションや認知症の周辺症状に対する薬剤調整、健診な
どにも力を入れています。
また、2年前より医師会の認知症担当理事を拝命しました。私自身
の専門外ではありますが、だからこそ見えることもあるのではと、日々勉強
しながら取り組んでいます。当院では月1回、認知症カフェ「ひといきカフ
ェ」も開催しておりますので、ぜひお気軽にお立ち寄りください。
これからも「住み慣れた地域で自分らしく暮らす」を支える病院として、
医療と生活の両面を支える受け皿として地域に貢献してまいります。今
後ともよろしくお願いいたします。

令和8年９月1２日（土）、りんくう教育研修棟にて「3市3町医療・介護多職種連携
研修会」を開催しました。「コミュニケーション向上委員会 ～笑撃！コミュニケーションエラー
の防ぎ方～」をテーマに、元吉本芸人のWマコトのお二人をお招きし、笑いを交えた楽しい
講演を通じて、日頃の職場や人間関係で起こりやすいコミュニケーションエラーと、その防ぎ
方について、実践を交えながら分かりやすくご講演いただきました。

こんにちは、昨年4月より医師会地域連携室のコーディネーターの一員となっています梁晃子と申し
ます。阪南市の訪問看護ステーションさくら総合医療で訪問看護師として25年間従事し、そのうち約
10年間は管理者を務めました。現在は同法人内のサ高住へ異動していますが、在宅医療・介護の
現場に身を置いています。これまで多職種と関わる中で、立場や職種を越えて「顔の見える関係」を
築くことの大切さを実感してきました。これからも専門職としての経験を活かし、地域の連携づくりに微
力ながらお役に立てればと思っています。
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